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思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、

こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。

多
く
の
死
者
を
出
し

た
能
登
半
島
地
震
発

生
か
ら
１
ヶ
月
、
石

川
県
で
は
１
万
５
千

も
の
人
達
が
避
難
所

で
の
過
酷
な
生
活
、
こ
れ
に
心

が
痛
む
。
国
や
自
治
体
に
は
命

と
生
活
を
支
え
る
対
策
強
化
を

望
む
▼
コ
ロ
ナ
禍
の
前
年
に
妻

と
能
登
半
島
を
車
で
訪
れ
た
。

和
倉
温
泉
に
寄
り
輪
島
市
に
入

る
と
雨
脚
が
急
に
強
く
な
り
災

害
警
報
、
楽
し
み
に
し
て
い
た

朝
市
は
中
止
に
。
午
後
に
朝
市

通
り
を
散
策
、
店
を
覗
き
能
登

の
地
酒
を
試
飲
、
輪
島
塗
り
の

漆
器
の
美
し
さ
に
心
が
動
く
も

手
が
出
な
か
っ
た
。
道
の
両
側

の
歴
史
を
感
じ
る
佇
ま
い
は
地

震
で
全
て
灰
燼
と
化
し
た
が
再

建
復
興
出
来
る
の
か
心
配
だ
▼

地
震
で
甚
大
な
被
害
の
あ
っ
た

珠
洲
市
で
原
発
建
設
が
計
画
さ

れ
た
。
反
対
派
住
民
は
団
結
し

て
粘
り
強
く
た
た
か
い
建
設
を

断
念
さ
せ
た
！
原
発
が
建
設
さ

れ
て
い
た
ら
福
島
同
様
大
事
故

と
な
り
震
災
被
害
に
加
え
故
郷

喪
失
の
恐
れ
も
あ
っ
た
。
住
民

の
団
結
と
た
た
か
い
が
守
っ
た

地
域
と
新
聞
報
道
さ
れ
た
。
石

川
県
志
賀
原
発
も
地
震
で
油
漏

れ
等
重
大
な
事
故
が
発
生
し

た
。
原
発
は
再
稼
働
せ
ず
廃
炉

に
す
べ
き
だ
！
▼
大
雪
に
疲
れ

て
温
泉
へ
。
見
知
ら
ぬ
人
が
還

流
問
題
に
怒
り
心
頭
と
「
誰
か

に
話
し
を
し
な
い
と
腹
の
虫
が

収
ま
ら
な
い
ん
だ
ワ
」
と
笑
う
。

温
泉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
流
れ
る

汗
が
気
持
ち
良
い
‼

ア
ス
リ
ー
ト
爺

　

２
月
に
な
る
と
寒
さ
が

一
段
と
厳
し
く
な
り
ま
す
。

月
曜
日
朝
８
時
か
ら
の
街

頭
宣
伝
も
50

年
近
く
つ
づ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
、
身
体
に
寒
さ
が
身
に
沁
み

ま
す
。
私
が
、
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
41

歳
の
12

月
か
ら
で
す
が
、
あ
れ
か
ら
29

年
の
月
日
が
経
ち
「
若
き
青

年
政
治
家
」
と
言
わ
れ
て
い
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
70

歳
に

な
る
ん
で
す
ね
。
自
分
は
、
若
い
と
思
っ
て
い
て
も
身
体
は

正
直
で
、
無
理
を
す
る
と
悲
鳴
を
上
げ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
１
日
か
ら
第
１
回
定
例
会
（
予
算
議
会
）
が
、
21

日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
す
。
そ
の
前
段
で
、
こ
れ
か
ら
会

派
の
代
表
質
問
が
あ
る
た
め
、
来
週
は
そ
の
準
備
に
集
中
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
村
椿
議
員
が
代
表
質
問

を
し
ま
す
が
、
村
椿
議
員
と
分
担
し
て
質
問
を
作
り
ま
す
が
、

１
年
の
中
で
一
番
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
議
会
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
体
調
も
考
え
な
が
ら
市
民
の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。
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オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
ま
つ
り

の
雪
像
づ
く
り
が
完
成
間
近

で
す
。
勝
負
の
市
議
選
挙
の

年
だ
っ
た
昨
年
は
断
念
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
「
シ
ナ
モ
ロ
ー

ル
」
を
つ
く
っ
て
子
ど
も
の
喜
ぶ
顔
が
見
た
く
て
、
汗
を
か

い
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
、
市
の
来
年
度
予
算
に
つ
い

て
審
査
す
る
３
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。

16

日
ま
で
に
質
問
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
10

日
の
議
員
団
会
議
と
党
の

財
政
の
学
習
を
し
て
、
市
民
の
生
活
を
守

る
政
策
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
し
っ
か
り

と
問
い
た
だ
す
も
の
に
し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

切
実
な
間
口
の
除
雪
、
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
、
介
護
保

険
、
国
保
、
国
政
の
問
題
点
、
計
画
あ
り
き
の
高
規
格
道
路
、

生
活
道
路
の
整
備
、
公
共
施
設
の
維
持
、
財
政
の
見
通
し
と

た
く
さ
ん
課
題
は
あ
り
ま
す
。
市
民
が
声
を
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
希
望
あ
る
政
策
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
、
お
願
い
し
ま
す
。

網
走
市
議
会　

第
１
回
臨
時
会

住
民
税
均
等
割
の
み
世
帯
に

　

 
 
 
 

支
援
の
声
が 

実
現

　

網
走
市
議
会
第
１
回
臨
時
会

が
１
月
31

日
に
開
か
れ
、
物
価

高
騰
低
所
得
者
支
援
臨
時
給
付

事
業
の
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

と
繰
越
明
許
費
の
設
定
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
の
理
由
は
、
国
の
物
価

高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を

活
用
し
、
所
得
の
少
な
い
世
帯

に
対
し
給
付
金
を
支
給
す
る
こ

と
で
す
。
事
業
の
概
要
は
、
①

２
０
２
３
年
度
分
住
民
税
均
等

割
の
み
課
税
さ
れ
る
世
帯
に
対

し
て
、
１
世
帯
当
た
り
10

万
円

②
住
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
の
給
付

加
算
と
し
て
、
当
該
世
帯
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
18

歳
以
下
の
児

童
一
人
当
た
り
５
万
円
支
給
。

　

対
象
者
数
は
①
８
５
０
世

帯
、
②
対
象
児
童
数
５
５
０
人

（
世
帯
数
３
０
０
世
帯
）、
支
給

予
定
日
は
、
準
備
が
整
い
次
第
、

対
象
者
宛
に
通
知
し
、
受
付
順

に
順
次
支
給
開
始
す
る
予
定
で

す
。

　

※
こ
の
住
民
税
均
等
割
課
税

世
帯
の
問
題
は
、
昨
年
12

月
議

会
で
、
松
浦
議
員
は
住
民
税
均

等
割
世
帯
が
、
支
援
か
ら
除
外

さ
れ
て
き
た
実
態
を
示
し
、
支

援
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

高
規
格
道
路
に
関
わ
る
都

市
計
画
変
更
が
示
さ
れ
る

　

北
海
道
横
断
自
動
車
道
網
走

線
の
女
満
別
空
港
か
ら
網
走
間

の
事
業
化
に
向
け
て
都
市
計
画
を

変
更
す
る
事
業
費
と
し
て
、
都

市
計
画
変
更
に
係
る
業
務
委
託

費
９
５
２
万
６
千
円
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
「
高

規
格
道
路
は
１
０
５
０
億
円
も
か

か
る
事
業
で
あ
り
、
市
民
も
求
め

て
い
な
い
な
ど
理
解
が
え
ら
れ
な

い
。
環
境
や
地
域
に
も
影
響
を

与
え
る
。
ま
た
、
現
在
あ
る
国

道
の
渋
滞
も
な
い
中
で
必
要
性
が

な
い
。
必
要
な
の
は
既
存
の
国
道

の
整
備
で
あ
り
、
そ
の
方
が
安
価

で
安
心
な
国
道
が
確
保
さ
れ
る
」

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　

１
月
31

日
、
第
９
期
（
Ｒ
６

～
８
）
介
護
保
険
計
画
を
策
定

す
る
３
回
目
の
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

３
年
ご
と
に
計
画
が
見
直
さ

れ
、
左
の
表
の
よ
う
に
毎
回
上

昇
を
続
け
、
約
２
倍
に
な
り
、

保
険
料
負
担
が
重
い
と
の
声
が

介
護
保
険
計
画
策
定
委
員
会　

２
月
20
日
ま
で

新
た
な
計
画
案
に
意
見
を

介護保険料の推移

第 1期 第 2期 第 3期

3,150 3,150 3,750

第 4期 第 5期 第 6期

4,150 4,710 4,842

第 7期 第 8期 第 9期

5,298 5,799 5,799

上
が
っ
て
ま
す
。

　

市
の
報
告
で
は
、
今
回
の
計

画
で
は
①
新
し
い
介
護
施
設
の

建
設
計
画
が
あ
る
。
②
介
護

報
酬
の
１.

５
％
上
昇
。
③
65

才
以
下
の
人
口
の
減
少
に
よ
っ

て
、
３
５
６
円
保
険
料
が
上
が

る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
第
８
期
（
Ｒ
３
～

５
）
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
利
用
者

数
が
減
少
し
、
基
金
は
３
億
あ

る
。
そ
の
内
１
億
５
千
万
円
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
を
据
え
置

く
こ
と
と
し
た
い
。

-
-
-
-

裏
面
に
続
く

-
-
-
-



　　　

パブリックコメント（意見募集）の実施について
市のホームページより

「網走市高齢者保健福祉計画 ・

介護保険事業計画」 は、 介護

保険制度や高齢者に関する保健

福祉事業の円滑な実施に関する

計画として、 ３年ごとに策定して

います。 （中略）

　市民の方から広くご意見等を伺

うため、計画素案をもとにパブリッ

クコメントを実施します。

◉計画書の閲覧および

　　　　　　　意見募集期間

令和６年１月 22 日 （月） から

　　令和６年２月 20 日 （火） まで

◉市内在住の方、 市内に勤めて

いる方など

◉計画素案の閲覧場所

(1) 網走市ホームページ

(2) 網走市本庁舎、保健センター、

エコ―センター、 各コミュニティ

センター （潮見 ・南 ・北 ・西 ・

西網走 ・呼人） 及び各住民セン

ター （駒場 ・向陽）

◉意見の提出方法

左記の様式により、 電子メール

（ZUSR-KF-KAIGO-KAIGO@

city.abashiri.hokkaido.jp）、 FAX

（0152-44-0077）、 郵送で。

市のホームページの QR コードは

資料　　　　基金、 基金取り崩し額、 上昇額の推移

第 7期 第 8期 第 9期

介護保険料 5,298 5,799 5,799 円

基金 1.5 億 3 億

基金取り崩し額 1億 1千円 7500 万円 1億 5千万円

上昇額 456 円 501 円 0 円

所得段階数 12 段階 12 段階 15 段階

　

な
ぜ
、
減
額
し
な
い
か
は
、
第
10

期
の
上
昇
額
を
抑
え
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

こ
の
間
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

介
護
計
画
見
直
し
に
つ
い
て
、
基
金

積
立
の
補
正
予
算
の
審
査
で
の
質
問

や
決
算
審
査
な
ど
で
基
金
を
活
用
し

て
保
険
料
が
上
昇
し
な
い
よ
う
求
め

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
保
険
料
を

決
め
る
の
は
、
計
画
策
定
委
員
会
で

あ
り
、
市
民
か
ら
の
意
見
が
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

今
、
市
役
所
で
は
２
月
20
日
ま

で
、
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て
、

市
民
の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
願

い
し
ま
す
。
左
下
の
用
紙
を
コ
ピ
ー

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
-
-
-

表
面
よ
り

-
-
-
-


